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本
田
真
知
子
さ
ん

踊
り
で
花
添
え
る

　５月 29 日、牛滝温泉四季まつり（岸和田市大沢町
1156）に新しくグランピングエリアがオープンした。
ひときわ目につくドーム型テント。その周りは池に
なっており、それぞれ桟橋を渡り入る。テントといっ
ても冷暖房を完備しているので、１年中いつでも泊
まることができる。
　グランピングエリアで楽しむＢＢＱは格別。この
夏最高の思い出づくりができるスポットだ。
　問い合わせは☎ 072―479―2641 へ。

2021・7・1

　

落
ち
着
け
ば
行
き
た
い
と
こ
ろ
の
１
つ

が
台
湾
だ
。
も
う
30
年
も
前
、
海
外
出
張

で
の
記
憶
が
よ
み
が
え
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
制
圧
の
優
等
生
だ
っ
た
台
湾

が
、
今
「
有
事
」
な
の
だ
。

　

現
在
、人
口
２
３
６
０
万
人
の
台
湾
は
、

５
月
中
旬
か
ら
変
異
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
感
染
者
が

急
増
し
、
ワ
ク
チ
ン
不
足
が
急
浮
上
し
て
い
る
。

日
本
政
府
か
ら
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
取
っ
た
蔡
英
文

総
統
は
「
言
葉
に
言
い
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
感
謝
」

と
述
べ
た
が
、
中
国
外

務
省
は
「
政
治
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
」
だ
と
い
つ
も
の
イ
チ
ャ
モ
ン
声
明
。

米
国
か
ら
も
２
５
０
万
回
分
が
20
日
台
湾
に
到
着

し
た
。
ワ
ク
チ
ン
安
保
だ
。

　
「
患
難
見
真
情
（
ま
さ
か
の
時
の
友
こ
そ
真
の

友
）」「
あ
り
が
と
う
日
本
！
」
と
い
う
産
経
新
聞

（
６
月
13
日
付
）
全
面
広
告
に
胸
を
打
た
れ
た
。

文
面
を
引
く
と
―
。

　
〈
台
湾
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
獲
得
に
き
わ
め
て
厳
し
い
困
難
に
直
面
し
て
い

た
と
き
、
日
本
政
府
は
迅
速
に
救
い
の
手
を
差
し

伸
べ
、
１
２
４
万
回
分
の
ワ
ク
チ
ン
を
無
償
で
提

供
し
て
く
れ
ま
し
た
。
我
々
は
、
日
本
政
府
及
び

国
民
の
皆
様
の
心
意
気
と
速
や
か
な
対
応
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
恩
義
は
、
永
遠

に
我
々
の
記
憶
に
残
る
で
し
ょ
う
。
台
湾
と
日
本

は
近
く
て
古
い
友
人
で
す
。
一
日
も
早
く
皆
様
と

再
会
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
台
湾
人
有

志
一
同
〉

　

東
日
本
大
震
災
で
一
番
最
初
に
義
援
金
２
０
０

億
円
（
最
終
的
に
は
２

５
３
億
円
）
の
心
遣
い

を
受
け
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
マ
ス
ク
の

寄
贈
を
受
け
た
の
も
記
憶
に
新
し
い
。

　

昨
夏
、
91
歳
で
亡
く
な
っ
た
李
登
輝
元
総
統
は

新
渡
戸
稲
造
著
「
武
士
道
」
の
継
承
者
と
い
え
る
。

李
登
輝
著
「『
武
士
道
』
解
題
〜
ノ
ー
ブ
レ
ス
・

オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ
と
は
」（
小
学
館
）
で
「
日
本
人

よ
自
信
を
持
て
、
日
本
人
よ
『
武
士
道
』
を
忘
れ

る
な
」と
言
う
。
し
っ
か
り
と
覚
え
て
お
き
た
い
。

麗
し
の
台
湾
に
思
い
を
は
せ
る
。

晴耕雨読

日
台
、近
く
て
古
い
友
人

株
式
会
社
パ
レ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
ジ
ャ
パ
ン

社長　大町　浩
東大阪市水走３-３-７
TEL 072-966-8010

株式会社パレットハウスジャパン

本
に
な
っ
た
。

　

２
０
０
４
年
に
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
家
具
屋
、

株
式
会
社
木
楽
屋
本

舗
を
設
立
。
八
尾
本

店
・
門
真
店
・
尼
崎

店
で
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

家
具
販
売
を
展
開
。

こ
の
店
舗
の
名
称
が

強
烈
至
極
「
ウ
ン
コ

ち
ゃ
ん
の
家
具
屋
さ

ん
」。
な
ん
と
い
う

ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
、
ク

レ
ー
ジ
ー
だ
…
な
ど

と
ブ
ー
イ
ン
グ
の
嵐

だ
っ
た
が
、
な
ぜ
か

売
れ
行
き
は
絶
好
調
。

以
来
17
年
右
肩
上
が

り
の
売
上
実
績
を
キ

ー
プ
し
て
い
る
。

　

戦
略
の
第
一
弾
は
大

成
功
と
い
え
よ
う
。

　

次
に
２
０
１
４
年
３

月
、
株
式
会
社
パ
レ
ッ

ト
ハ
ウ
ス
ジ
ャ
パ
ン
を

設
立
。
ビ
ン
テ
ー
ジ
デ

ザ
イ
ナ
ー
ズ
家
具
製
作

（
家
具
全
般
・
製
造
・

施
工
）
お
よ
び
空
間
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
（
店
舗

デ
ザ
イ
ン
・
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
）
が
主
た
る

事
業
内
容
だ
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
精
鋭
揃

い
。西

村
樹
里
さ
ん
＝
ク

リ
エ
イ
タ
ー
。
東
京
芸

大
卒
、
日
本
と
ド
イ
ツ

で
木
工
を
学
ぶ
。
モ
ッ

ト
ー
は
「
人
生
楽
し
ん

だ
も
ん
勝
ち
」。

陰
山
良
州
さ
ん
＝
工

場
長
兼
ク
リ
エ
イ
タ

ー
。
機
械
・
舞
台
美
術
・

木
工
な
ど
の
キ
ャ
リ

ア
。
モ
ッ
ト
ー
は
「
や

っ
て
や
れ
な
い
こ
と
は

な
い
」。

稲
原
太
一
さ
ん
＝
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー

作
家
。モ
ッ
ト
ー
は「
自

他
共
楽
」。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
廃
材
家

具
メ
ー
カ
ー
に
刺
激
さ

れ
た
こ
と
も
古
材
家
具

づ
く
り
の
キ
ッ
カ
ケ
だ

が
、
世
界
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
の
潮
流
に
影
響
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
大
き

な
要
素
だ
。

　

廃
材
・
古

材
は
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
発

生
す
る
。
運

送
業
の
使
用

済
み
の
木
製

パ
レ
ッ
ト
、

建
築
現
場
の

木
材
・
端
材
、

古
民
家
の
解

体
現
場
、
材

木
店
等
々
様
々
な
ル
ー

ト
か
ら
加
工
素
材
と
し

て
収
集
し
て
い
る
。

　

廃
材
・
古
材
は
ク
リ

エ
イ
タ
ー
達
の
デ
ザ
イ

ン
で
加
工
さ
れ
、
新
し

い
命
を
吹
き
込
ま
れ
て

テ
ー
ブ
ル
・
椅
子
・
家

具
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

古
材
家
具
の
顧
客
層
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ス
ピ
リ
ッ

ト
を
よ
く
理
解
し
体
現

し
て
い
る
著
名
な
企
業

が
多
い
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
阪

急
電
鉄
・
中
部
電
力
・

ト
ヨ
タ
自
動
車
な
ど
11

社
だ
。

　

現
在
、
大
町
社
長
が

テ
レ
ビ
、
新
聞
、
専
門

誌
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に

露
出
の
限
り
を
尽
く
し

て
、
古
材
家
具
・
パ
レ

ッ
ト
ハ
ウ
ス
ジ
ャ
パ
ン

の
告
知
に
努
め
て
い

る
。
廃
材
・
古
材
家
具

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

が
、
日
本
国
内
に
そ
し

て
世
界
に
通
用
す
る
か

否
か
？　

世
代
間
の
感

覚
格
差
が
ま
だ
ま
だ
大

き
い
が
、
浸
透
効
果
を

ど
れ
ほ
ど
広
め
ら
れ
る

か
が
喫
緊
の
課
題
だ
。

　

社
長
の
モ
ッ
ト
ー
は

「
誰
も
や
ら
な
い
、
だ

か
ら
私
が
や
る
」。

（
小
川
秀
人
）

訪ねて
を

41

新しい道を切り拓く大町浩社長

整理整頓がいきとどいた工場

　

株
式
会
社
パ
レ

ッ
ト
ハ
ウ
ス
ジ
ャ

パ
ン
の
社
長
は
大

町
浩
さ
ん
（
岡
山

県
美
作
市
出
身
、

60
）
だ
。
大
阪
経

済
大
学
経
済
学
部

を
卒
業
後
、
漫
才

師
・
坂
田
利
夫
さ

ん
に
弟
子
入
り
す

る
。「
ラ
イ
ト
坂

田
」
の
芸
名
で
６

年
間
修
業
に
励
ん

だ
が
サ
ッ
パ
リ
芽

が
出
ず
漫
才
師
を

断
念
し
た
。
流は

や行

り
の
自
分
探
し
で

も
な
い
が
、
ア
メ

リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
１
年
間
放
浪
し
て

回
っ
た
。
帰
国
後
、
家

具
の
小
売
店
で
10
年
間

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
。

そ
の
経
験
が
木
材
と
の

つ
な
が
り
で
、
木
材
を

救
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
基 廃材・古材に新しい命吹き込む

認知症予防に最適認知症予防に最適

頒価1,200円

不要不急の外出移動自粛のコロナ禍は
今人気の                  を使って
おうちで遊びましょう

家族で遊
べる

四国88カ所霊場の
お砂さすり場・踏み場

三野郷山 三寶興誠院
八尾市福万寺町南6―2―3
TE L 072―922―3933
MOB 090―1020―2682

手では 88 カ所の霊場のお砂をさ
すっていただき、周囲を歩くこと
によって下に敷きつめてある88カ
所のお砂を踏んでいただきます。

N

タテ 59cm×ヨコ 84cm　カラー印刷 PP貼り　おはじき附属

卓上ゴルフ盤卓上ゴルフ盤

東大阪新聞チャンネル

毎週木曜日19:00～19:30
視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

好評放映中

１日 ゲスト ： 奥川悦弘さん「子どもの好奇心を育てる」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

８日 ゲスト ： 田中啓司さん「モノづくりの心意気」
 （キャスター ： 小川秀人遊軍記者）

15日 ゲスト ： 米丸淳司さん「ほぐれて屋瓢箪山店10周年」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

22日  ゲスト ： 大町浩さん「廃材・古材で家具を作る」
 （キャスター ： 小川秀人遊軍記者）

29日  ゲスト ： 話題の本「ツボちゃんの話」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

７月

お
湯
の
い
ら
な
い
足
湯　

ゆ
っ
太
郎

持
ち
運
び
が
で
き
て
収
納
も
コ
ン
パ
ク
ト

八
尾
自
動
車
教
習
所

H
P

：h
ttp
://w

w
w
.y
a
o
k
y
o
.n
e
t/

☎（
０
７
２
）９
９
９―

１
２
３
４

八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

八
尾
市
太
田
３
丁
目
２
１
７―

11

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
４
９―

３
１
２
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
０―

３
８
０
９―

７
０
６
５

　
　
　
　
　
　
　

         

（
担
当
：
大
澤
）

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

ま
か
し
て
安
心
・
安
全

高
圧
電
気
設
備
の
保
守
点
検
は

株
式
会
社

摂
津
金
属
工
業
所

〒
578-

0901
東
大
阪
市
加
納
４―

14―

12

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２―

９
６
３―

２
６
０
６

◆
イ
タ
リ
ア
・
ア
デ
ジ
ェ
社
製
の
最
新
鋭
パ

イ
プ
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
（
写
真
）、
ド
イ
ツ
・

ト
ル
ン
プ
社
製
の
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
等
の
最

新
鋭
設
備
が
フ
ル
稼
働
。

◆
パ
イ
プ
材
は
自
社
工
場
造
管
設
備
で
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
供
給
。
パ
イ
プ
材
を
主
と
し

た
板
金
加
工
な
ら
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

◆
店
舗
用
陳
列
台
・
陳
列
金
物
・
住
宅
設
備
品

の
開
発
・
製
造
・
販
売
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

代
表
取
締
役

田
中
啓
司

代
表
取
締
役
社
長　

七  

里  

和  

昭

野
田
金
属
工
業
株
式
会
社

       

東
大
阪
市
鴻
池
徳
庵
町
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８

Ｔ
Ｅ
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０
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６
７
４
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１
３
５
０

Ｆ
Ａ
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０
６―

６
７
４
４―

１
３
６
１

建
築
装
飾
金
物
制
作
・
六
米
長
尺
曲
げ
加
工
・
精
密
レ
ー
ザ
加
工

ス
テ
ン
レ
ス
ア
ー
ト
の
企
画
デ
ザ
イ
ン
制
作
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
製
作

〒
578-
0977

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

地域の活力となり
人々に貢献し 喜ばれるＪＡ

グリーン大阪農業協同組合

■本店／〒577-0011 東大阪市荒本北 1-5-50
 TEL 06-6748-5200　FAX 06-6748-5610
 URL　https://www.ja-greenosaka.or.jp/

東大阪・八尾市内　全13支店
■フレッシュ・クラブ本店／ TEL 06-6747-1831

 代表理事組合長　中 野 博 之

株
式
会
社
み
つ
や
建
設

東
大
阪
市
菱
江
１―

16―

３

北
野
喜
広

代
表
取
締
役
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https://www.3-arrow-c.com
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和　

也
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西　

太　

一

由　

井　

直　

子

横　

田　

孝　

久

阪　

上　

義　

治

いぬわし書房では、真の文学を追求する丸山健二塾の12期生を
2021年６月５日（土）～７月10日（土）まで募集します

■お申し込み先
〒168-0062  東京都杉並区方南 2-4-17
　　　　　　 コーポビアネーゼ 109 号室
株式会社グース内 いぬわし書房 丸山健二塾事務局 
担当：宇佐美　E-mail：inuwashi.shobo@gmail.com

塾長 ： 丸山健二
運営 ： いぬわし書房   丸山健二塾事務局
受講期間 ： 2021年８月 1 日～ 2022年７月 31 日

１、前半 5 ヶ月間は、毎月 2 回、当塾が目指す真文学の
書き方、訓練方法の講座を 1 時間、質疑応答を 30 分、
合計 1 時間 30 分のオンライン講座を受講いただき
ます。ライブ配信時間は午前 10 時～11 時 30 分で、
録画による後日視聴も可能です。
※場合によっては、課題文を提出していただき、オンラ
インにて添削を行います。オンライン上での添削は、塾
生の同意を得て行います。
２、後半７ヶ月間は、毎月 1 回課題文をメール添付に
て提出していただき、塾長が添削、またはコメントを添
えてメールにて戻します。
３、受講期間中の後半期に、塾長と塾生のオンライン個
別面談を 1 時間 1 回行います。

【講義内容】

四百字詰め原稿用紙 5 枚以内の「作文」（テーマは自
由）と「履歴書」を提出していただきます。作文の合格者
は事務局が電話でヒアリングを行い、最終的に合否を
決定します。

作文が他人に理解できる文章レベルであること（事務
局が審査し、塾長が最終確認します）。

募集期間 ： 2021 年６月５日（土）～７月 10 日（土）
応募方法 ： 「作文」「履歴書」をメールまたは郵送で下記
のお申込み先の事務局までご送付ください。
ヒアリング ： 作文の合格者には事務局から履歴書にあ
る電話番号へ連絡し、簡単な質疑応答をお願い致しま
す。連絡は、作品と履歴書が届いてから２～３日中に電
話致します。

【試験】

【審査基準】

【試験要項】

合格発表 ： 2021 年７月 15 日（木）までに、随時当人へ
メールまたは郵送でお知らせ致します。
※合格者は、2021  年７月中に入塾の手続きを行って
いただきます。

月額 33,000 円（税込）。毎月月末お支払いの 12 回払
い。初回は 2021 年７月 31 日までお振込みをお願い
致します。一括でお支払いの場合は、316,800 円（月払
いの 20％オフ）になります。

【受講費】

東
大
阪
市
議
会
　
自
民
党
大
志
会
　
大
野
一
博

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
皆
様
に
は
、
ま

す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
東
大
阪

市
議
会
活
動
に
格
段
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
に
は
じ

ま
っ
た
世
界
中
で
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
は

未
だ
終
息
す
る
様
子
を
見

せ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
な
が
ら
、
我
が
国
で
は

本
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
推
し
進
め

ら
れ
て
お
り
、
少
し
ず
つ

で
は
あ
り
ま
す
が
そ
れ
に

伴
う
景
気
回
復
の
動
き
が

見
ら
れ
る
な
ど
、
明
る
い

兆
し
も
見
受
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

私
共
市
議
会
は
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
更
な
る
加
速

を
推
進
す
る
た
め
に
医
療

機
関
に
対
す
る
支
援
策
を

講
じ
ま
す
と
と
も
に
、
コ

ロ
ナ
禍
で
元

気
を
な
く
し

た
市
内
経
済

活
動
へ
の
支
援
充
実
や
、

市
民
の
皆
様
に
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
施

策
推
進
に
全
力
を
傾
注
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
市
議
会
活
動
へ
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
に
は
時

節
柄
ご
自
愛
さ
れ
ま
す
よ

う
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
暑
中
見
舞
い
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
施
策
推
進

　

こ
の
日
の
主
役
は
東
大

阪
市
在
住
の
歌
手
、
小
谷

幸
次
郎
さ
ん
。
甘
い
声
で

観
客
を
魅
了
し
た
。
小
谷

さ
ん
は
「
俺
は
お
ま
え
を

離
さ
な
い
」（
横
内
淳
作

詞
作
曲
、
伊
戸
の
り
お
編

曲
）
で
昨
年
デ
ビ
ュ
ー
を

果
た
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

仕
事
を
し
な
が
ら
温
め
続

け
て
き
た
長
年
の
夢
を
果

た
し
た
小
谷
さ
ん
。
こ
れ

か
ら
と
い
う
と
き
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
た
め
思
う
よ
う
に

活
動
が
で
き
な
い
状
況
に

陥
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
持
ち

前
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
で

自
ら
を
鼓
舞
し
、
地
道
な

活
動
に
励
ん
で
い
る
。

　

そ
の
心
意
気
に
打
た
れ

た
京
都
祇
園
の
本
田
真
知

子
さ
ん
が
友
情
出
演
し
、

舞
台
に
花
を
添
え
た
。
小

谷
さ
ん
の
歌
に
合
わ
せ
て

即
興
の
踊
り
を
披
露
。
本

田
さ
ん
の
踊
り
に
よ
っ

て
、
歌
の
世
界
が
立
体
的

な
広
が
り
を
見
せ
た
。

　
「
生
で
聞
く
歌
は
最
高
」

「
来
て
よ
か
っ
た
」
と
会

場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら

聞
こ
え
て
き
た
。

　

道
頓
堀
歌
謡
ｏ
ｎ
ス

テ
ー
ジ
が
６
月
７
日
に

道
頓
堀
Ｚ
Ａ
Ｚ
Ａ
ハ
ウ

ス
（
大
阪
市
中
央
区
道

頓
堀
１
）で
開
か
れ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
で
、
長
い
間
歌
謡

シ
ョ
ー
が
開
か
れ
な
か
っ
た
。
予
防
対
策
を
し
っ

か
り
行
っ
た
上
で
開
か
れ
た
歌
謡
シ
ョ
ー
に
フ
ァ

ン
が
ど
っ
と
駆
け
つ
け
た
。

熱唱する小谷幸次郎さん

艶やかに踊る本田真知子さん（右）

グランピングエリア オープン

ひときわ目につくドーム型テント

甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了甘い声で観客魅了
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牛滝温泉牛滝温泉 四季まつり 四季まつり ゆっくり寛げる空間
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東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和３年７月１日（木）

　

第
１
６
４
回
中
国
理
解

講
座
シ
リ
ー
ズ
諸
子
百

家
・
其
の
２
と
し
て
、「『
老

子
』『
荘そ

う

子じ

』
と
不
老
不

死
の
仙
人
」
が
６
月
５
日

に
立
命
館
大
学
創
思
館
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム

（
京
都
市
北
区
等
持
院
北

町
56
）
で
開
か
れ
た
。
講

師
は
立
命
館
大
学
教
授
で

大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授

の
大
形
徹
さ
ん
（
66
）
＝

写
真
＝
が
務
め
た
。

　

復
刊
さ
れ
た
ば
か
り
の

講
師
の
著
書
「
不
老
不
死

〜
仙
人
の
誕
生
と
神
仙

術
」（
志
学
社
）
を
紹
介

し
た
上
で
本
題
に
入
り
、

不
老
不
死
に
つ
い
て
の
解

説
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
駆
使
し
て

行
っ
た
。

　
「
老
子
」

や
「
荘
子
」

の
中
に
は
仙

人
と
つ
な
が

る
よ
う
な
話

が
い
く
つ
か

あ
る
。「
老

子
」
の
作
者
で
あ
る
老

子
（
老ろ

う

耼た
ん

）
は
、
伝
説
上

の
ち
に
太
上
老
君
と
呼
ば

れ
、
多
数
の
仙
人
を
従
え

る
道
教
の
最
高
神
と
な
っ

た
。
ま
た
、「
荘
子
」
内

篇
に
は
、
神
人
・
至
人
・

眞
人
等
の
言
葉
が
あ
る
。

　

終
盤
に
は
加
藤
常
賢
著

「
中
国
の
修
験
道
〜
翻
訳

老
子
原
義
」（
雄
山
閣
出

版
）
を
紹
介
し
、「
老
子
」

は
房
中
術
（
男
女
の
交
合

に
よ
り
不
老
長
寿
を
得
る

養
生
術
）
だ
と
い
う
説
も

披
露
し
た
。

　

約
30
人
の
参
加
者
は
メ

モ
を
取
り
な
が
ら
食
い
入

る
よ
う
に
し
て
大
形
教
授

の
話
を
聞
い
て
い
た
。

羽曳野店：〒583-0866　羽曳野市埴生野1148-3 0120-1212-94
お気軽にご相談ください

水曜
定休

わんにゃんわんにゃん　　く  よ  う

ペットちゃんの
永代供養墓
ペットちゃんの
永代供養墓

中央環状線

道和
阪

道の駅
しらとりの郷

美原ロータリー

下黒山

中央環状線

道和
阪 美原ＪＣＴ GS ジョーシン

霊園看板

ニ
ビ
ン
コ

美原東ロイヤルメモリアルパーク

年４回の合同供養会

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

プリズムホール大規模改修工事
　　　　に伴う休館のお知らせ

八尾市文化会館

ご利用のみなさまにはご不便をおかけしますが、
ご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。

【改修工事の期間】令和3年4月１日（木）~令和４年７月末

お問い合わせ等

改修工事に関するお問い合わせ　　：八尾市文化国際課　　　　　072-924-3909
施設利用などに関するお問い合わせ：プリズムホールお客様窓口　072-924-5111

お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
す

秀
島
貴
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市
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八
尾
市
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会
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山
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彬
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一
同

株
式
会
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三
栄
建
設

〝
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に…

　

  

新
し
い
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
描
き
ま
す
〞

大
阪
府
八
尾
市
西
弓
削
３
丁
目
１
番
地

〒
581-
0035

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
４
９―
５
１
０
０（
代
表
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
２―

９
４
９―

５
７
６
５

大
阪
府
柏
原
市
本
郷
５
丁
目
926
番
地
９

〒
582-
0001

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
７
１―

６
５
６
２（
代
表
）

支
店　

大
阪
支
店
・
藤
井
寺
支
店

本
店

本
社 暑

中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

会　
　

頭 

山

口

孝

満

副  

会  

頭 

古

橋

健

士

副  

会  

頭 

田

中

則

男

副  

会  

頭 

𠮷

川

博

之

副  

会  

頭 

中

許

忠

和

専
務
理
事 

名

本

勝

彦

八
尾
商
工
会
議
所

人と地球にやさしく…人と地球にやさしく…

独自のリファインテクノロジー独自のリファインテクノロジー独自のリファインテクノロジー

大 阪 府 八 尾 市 老 原 4 -170
TEL.072-949-4121㈹  FAX.072-949-9124
https://www.hokoku-corp.co.jp

ヒマシ油の総合メーカー
豊国製油株式会社
HOKOKU  CORPORATION
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が
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医療法人  幸晴会　中谷クリニック

医療法人運営の「サービス付高齢者向け住宅」
ジ・アール（慈亜留）中　田
ジ・アール（慈亜留）中田2号館
ジ・アール（慈亜留）八尾木
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オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
の
こ
と
な
ら

有
限
会
社 

木
須
商
店

6日  八尾市倫理法人会会員　井口知代氏「本を忘れず、末を乱さず」
13日  奈良県倫理法人会研修委員長　梅守節子氏「未来新劇」
20日  倫理研究所法人アドバイザー　山路卓司 氏「縁に生かされる」
27日  豊中市倫理法人会監査　塩﨑真紀氏「純情に生きる ～がん告知から１年～」

1日  大阪府倫理法人会大阪東部地区副地区長　田中忠和氏「経営者としての倫理での学び」
8日  倫理研究所法人局普及事業部近畿方面担当研究員　呉屋嘉治氏「最も簡単な修行法」
15日  大阪府倫理法人会副会長　森勲氏「健脚経営」
22日  大阪府倫理法人会大阪東部地区副地区長　名窪仁志氏「共学共成 ～倫理をまなんでからの変化～」

2日  東大阪市倫理法人会実行委員　横山優氏「心が先、結果が後」
  東大阪市倫理法人会実行委員　渡邊隆雄氏「入会する前の倫理体験」

9日  愛知県倫理法人会監査　吉川正敏氏「私の実践とルーティン24」
16日  八尾市倫理法人会幹事　築城由佳氏「離婚後も夫婦対鏡の実践で子どもたちを笑顔に」
30日  大阪府倫理法人会幹事長　浜野太郎氏「倫理と普及」

29日  大阪府倫理法人会大阪東部地区副地区長　滝川晃氏「倫理法人会を通しての気づき、学び」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場は志紀住宅会館（JR志紀駅・西北へ徒歩10分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎072-991-2345７月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-881-0968７月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎072-269-4677７月の予定

　

八
尾
市
倫
理
法
人
会

会
長
の
尾
崎
航
平
さ
ん

（
44
）
が
倫
理
小
説
「
い

つ
か
陽ひ

か
り光
の
花
束
を
」
を

書
き
下
ろ
し
、
ド
ニ
エ
プ

ル
出
版
（
☎
０
７
２
―
９

２
６
―
５
１
３
４
）
か
ら

５
月
に
上
梓
し
た
。
こ
れ

を
記
念
し
て
、
講
演
会
が

６
月
19
日
に
「
み
せ
る
ば

　

５
月
30
日
、
近
鉄
八
尾

駅
周
辺
を
清
掃
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
な
の
で
感
染
防
止

対
策
を
し
っ
か
り
行
い
、

約
30
人
の
メ
ン
バ
ー
が
汗

を
か
き
な
が
ら
ゴ
ミ
拾
い

を
し
た
。
10
代
か
ら
50
代

ま
で
の
幅
広
い
年
代
の
男

女
が
参
加
し
、
隅
々
ま
で

き
れ
い
に
清
掃
し
て
い
た
。

　

清
掃
ス
タ
ー
ト
の
午
前

や
お
」（
八
尾
市
光
町
２
）

で
開
か
れ
、
八
尾
市
倫
理

法
人
会
会
員
や
友
人
、
知

人
な
ど
約
30
人
が
集
っ

た
。

　

尾
崎
さ
ん
の
本
業
は
亜

細
亜
商
工
株
式
会
社
（
八

尾
市
渋
川
町
６
―
１
―

１
）
の
専
務
取
締
役
。
毎

朝
の
通
勤
途
中
に
小
説
の

９
時
に
、
大
松
桂
右
八
尾

市
長
（
51
）
が
駆
け
つ
け
、

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

今
後
も
、
各
地
を
回
っ

て
毎
月
最
終
日
曜
日
に
清

掃
活
動
を
行
う
予
定
。
問

い
合
わ
せ
は
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ
（
☎

06
―
４
７
９
０
―
７
７
５

５
）
へ
。

　

第
１
部
「
余
命
十
年
」

で
は
老
境
に
あ
っ
て
青
春

を
楽
し
む
こ
と
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
。第
２
部「
回

想
八
十
年
」
に
は
著
者
の

こ
れ
ま
で
歩
ん
だ
人
生
の

記
録
を
、
第
３
部
「
参
考

余
録
」
に
は
前
に
書
い
た

本
の
書
評
や
講
演
録
を
掲

載
し
て
い
る
。

　

Ｂ
６
判
２
０
７
頁
、
定

価
千
円
（
税
込
み
）。

が
６
月
10
日
、
新
風
書
房

か
ら
発
行
さ
れ
た
。

　

傘
寿
を
迎
え
た

著
者
が
「
青
春
は

老
境
に
あ
る
」
と

い
う
こ
と
を
、
若

い
人
や
同
年
代
の

人
へ
伝
え
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
書

き
下
ろ
し
た
。

　

本
書
は
３
部
構

成
。

構
想
を
練
る
と
い
う
。

　

会
の
口
火
を
き
っ
た
の

は
、
本
書
に
解
説
を
寄
せ

た
一
般
社
団
法
人
倫
理
研

究
所
法
人
局
の
木
村
雅
法

人
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

（
64
）。
倫
理
体
験
を
小
説

に
ま
と
め
た
尾
崎
さ
ん
に

エ
ー
ル
を
送
っ
た
上
で
、

小
説
の
背
景
で
あ
る
純
粋

倫
理
を
噛
み
砕
い
て
説
明

し
た
。

　

次
に
尾
崎
さ
ん
が
登
壇

し
、
小
説
を
書
く
き
っ
か

け
や
登
場
人
物
の
特
徴
づ

け
、
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
な

ど
創
作
の
裏
話
を
披
露
し

た
。

　

主
人
公
の
八
重
が
自
分

の
誕
生
日
に
母
親
へ
花
束

を
渡
す
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

が
ど
う
し
て
も
書
け
ず
、

挫
折
し
そ
う
に
な
っ
た
こ

と
を
打
ち
明
け
た
。

　

最
後
に
小
説
の
モ
デ
ル

で
あ
る
夘う

野の

悠ゆ

佳か

さ
ん

（
28
）
が
、
自
分
の
体
験

と
出
来
上
が
っ
た
小
説
を

比
べ
て
感
想
を
述
べ
た
。

八
尾
市
倫
理
法
人
会
会
員

で
あ
る
夘
野
さ
ん
は
自
身

の
体
験
を
経
営
者
モ
ー
ニ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
で
話
し

た
。
そ
の
内
容
に
心
打
た

れ
た
尾
崎
さ
ん
が
小
説
に

ま
と
め
た
。

　

小
説
を
読
ん
で
素
直
に

感
動
し
た
と
言
う
夘
野
さ

ん
。
夕
陽
に
照
ら
さ
れ
た

線
路
の
写
真
を
使
っ
た
カ

バ
ー
を
見
た
と
き
は
息
が

止
ま
り
そ
う
に
な
っ
た
。

不
安
な
気
持
ち
を
抱
え
な

が
ら
母
親
と
会
い
に
行
く

と
き
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
か
ら
見
た
光
景
と
重

な
っ
た
よ
う
だ
。

　

小
説
に
は
不
思
議
な
力

が
あ
る
。
現
実
に
は
、
夘

野
さ
ん
が
母
親
へ
花
束
を

渡
し
た
と
き
、
互
い
に
感

情
の
高
ぶ
り
は
あ
っ
た
も

の
の
、
そ
の
ま
ま
終
わ
っ

た
。
し
か
し
、
尾
崎
さ
ん

は
母
親
が
娘
を
抱
き
し
め

る
シ
ー
ン
を
創
っ
た
。

　

小
説
が
出
版
さ
れ
て
か

ら
、
夘
野
さ
ん
は
父
親
へ

も
花
束
を
渡
す
決
心
を

し
て
実
行
す
る
。
な
ん

と
、
そ
の
と
き
に
父
親
が

夘
野
さ
ん
を
抱
き
し
め
た

の
だ
。
今
ま
で
で
は
考
え

ら
れ
な
い
展
開
に
夘
野
さ

ん
は
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ

た
。
後
で
、
小
説
と
同
じ

よ
う
に
な
っ
た
と
気
づ

く
。

　

講
演
会
の
最
後
に
感
動

の
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
っ

た
。
こ
の
日
受
付
を
し
て

い
た
妻
を
尾
崎
さ
ん
が
壇

上
に
呼
び
、
花
束
を
渡
し

た
の
だ
。
そ
し
て
、
優
し

く
妻
を
抱
き
し
め
た
。

前列左から３人目芦田衞実行委員長と大松桂右八尾市長

ドストエフスキー作「虐げられた人びと」
を愛読する尾崎航平さん

「
い
つ
か
陽ひ
か
り光
の
花
束
を
」出
版
記
念
講
演
会

尾
崎
航
平
さ
ん
創
作
の
裏
話
披
露

「
老
子
」「
荘
子
」と

不
老
不
死
の
仙
人

大
形
徹
教
授
が
解
説

Earth Friendship FestivalEarth Friendship Festival

広域

　

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
る
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ

ｈ  

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ  

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ（
ア
ー

ス
・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
＝
芦
田
衞
実

行
委
員
長
＝
は
今
年
か
ら
駅
前
清
掃
を
行
っ
て
い
る
。
１
月

31
日
に
京
阪
守
口
市
駅
周
辺
で
行
い
、
２
月
28
日
に
近
鉄
布

施
駅
周
辺
で
行
っ
た
。

新風書房 （☎06-6768-4600）

レンタサイクル貸出中

詳しくはこちらへ

http://www.yao-citynet.co.jp

　

い
つ
も
な
ら
ば
こ
こ
で
話
に
入
る
と
こ
ろ
だ

が
、
青
年
の
勢
い
が
止
ま
ら
な
い
。

　
「
こ
ん
な
に
も
情
報
は
洪
水
の
よ
う
に
が
あ
ふ

れ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
多
く
の
人
は
情
報
を
得

よ
う
と
し
な
い
の
で
す
」

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
に
な
っ
て
、
確
か
に

情
報
は
洪
水
の
よ
う
に
あ
ふ
れ
て
は
い
る
。
し
か

し
、
ど
の
情
報
が
自
分
に
と
っ
て
必
要
か
そ
う
で

な
い
か
さ
え
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

言
え
ば
、
ど
の
情
報
が
正
し
く
て
ど
の
情
報
が
間

違
っ
て
い
る
の
か
を
判
断
で
き
る
の
は
ご
く
限
ら

れ
た
人
だ
け
だ
。
専
門
家
や
大
学
教
授
の
発
言
の

中
に
も
間
違
い
は
あ
り
、
反
対
に
前
科
持
ち
の
詐

欺
師
の
発
言
の
中
に
も
正
し
い
も
の
が
あ
る
。
何

が
何
だ
か
分
か
ら
な
い
状
態
。
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で
拍

車
が
か
か
っ
た
。

　

世
界
中
で
、
表
が
裏
に
、
裏
が
表
に
ひ
っ
く
り

返
っ
た
。

　
「
後
ろ
の
正
面
だ
あ
れ
」
と
い
う
子
ど
も
の
遊

び
歌
に
隠
さ
れ
た
秘

密
を
解
き
明
か
し
て

喜
ん
で
い
た
人
が
い

た
が
、
も
は
や
そ
の

域
を
超
え
て
い
る
。

　
「
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
が

茶
番
劇
だ
と
気
付
い

た
人
た
ち
は
マ
ス
ク

を
外
し
、
コ
ロ
ナ
騒

ぎ
に
乗
じ
た
悪
事
の

尻
尾
を
掴
ん
だ
人
た

ち
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
拒
否
し
始
め
て
い

ま
す
」

　

ア
ン
ド
リ
ー
青
年

は
、
口
早
に
し
か
も
力
を
込
め
て
言
う
。

　
「
確
か
に
、
街
で
マ
ス
ク
を
す
る
人
は
い
な
く

な
っ
た
わ
」

　

ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
は
呟
く
。

　

そ
う
い
え
ば
、
つ
い
先
ほ
ど
私
も
マ
ス
ク
を
し

な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
、
奇
人
変
人
の
よ
う
な
眼

差
し
を
向
け
ら
れ
、い
た
た
ま
れ
な
く
な
り
外
し
た
。

８
月
末
ま
で
は
マ
ス
ク
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
が
、
も
は
や
誰
も
聞
か
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
ら
し
い
と
い
え
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
ら
し
い
。

　
「
ア
ン
ド
リ
ー
君
は
ワ
ク
チ
ン
を
打
た
な
い
の

か
い
」

　

私
の
問
い
に
間
髪
入
れ
ず
に
答
え
た
。

　
「
も
ち
ろ
ん
打
ち
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

が
人
間
を
根
本
的
に
悪
く
す
る
も
の
だ
と
、
我
々

若
者
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
か
ら
知
っ
て
い

ま
す
。
知
ら
な
い
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
年
寄
り
だ
け
で

す
」

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
176　

街でマスクをする人はいない

ウクライナ

　

元
衆
議
院
議
員
、
大
前

繁
雄
氏（
79
）の
著
書「
余
命
十
年
、
回
想
八
十
年
―

青
春
は
老
境
に
あ
り
―
」

元
衆
議
院
議
員

大
前
繁
雄
氏

「
余
命
十
年
、回
想
八
十
年
」
新風書房
発　　行
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